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背景および目的

随意的な素早い力発揮は投・跳・打・蹴などの運動を
円滑・正確に遂行する為に必要な能力である。

また、球技競技では、外部環境（投げられたボールな
ど）に合わせてタイミングよく正確な出力で素早い力
発揮をする能力が求められる。

外部環境に合わせた「素早い力発揮」・「正確な力発
揮」・「適切なタイミングでの力発揮」の同時制御時
におけるそれぞれの正確性ついては不明な点が多い。

標的速度がタイミングのよい適切な強度の
素早い筋力発揮能力に与える影響を検討した。

方 法

実験参加者
 球技競技経験者群12名・非経験者群8名

結果及び考察

 分析項目
• 標的が到達した時間と発揮

筋力のピーク時間からタイ
ミング誤差を算出した。

• 力発揮誤差として発揮筋力
と目標の発揮筋力の誤差を
算出した。

 力およびタイミングの誤差（CFE,AFE,CTE,ATE）（図d, e, 
g, h）は両群ともに速いターゲット速度で増加する傾向
が認められた。

 また、それらの誤差は非経験者群と比べ球技経験者群で
低値を示した（図d, e, g, h） 。

これらの結果は、球技競技経験に関わらず、速い
ターゲット速度は力発揮およびタイミングの正確性
を低下させる要因である事を示唆している。

 一方、力およびタイミング誤差が球技経験者群において

低値を示したことは、球技経験が向かってくる標的に
対する素早い力発揮時の力発揮制御能力およびタイ
ミング制御能力を向上させることを示している。

実験課題
• LEDが経時点灯し標的が近づいて来るように見える装

置（全長4ｍ）を用いて、移動標的の到達に合わせて
指定された強度の出来るだけ素早い力発揮を行う一致
タイミング課題を実施した。力発揮はベル型とし、発
揮筋力のピークと標的の到達を一致させるように指示
した。3種類の標的速度（4 m/s, 8 m/s, 12 m/s)をラ
ンダムに呈示した。目標の発揮筋力は最大筋力の30％
とした。30試技（各速度10試技ずつ）実施した。

Latency

• 力発揮の定常誤差（constant force error：CFE）
• 力発揮の絶対誤差（absolute force error: AFE）
• 力発揮の変動誤差（variable force error: VFE）
• タイミングの定常誤差（constant timing error: ATE）
• タイミングの絶対誤差（absolute timing error: CTE）
• タイミングの変動誤差（variable timing error: VTE）

 力の立ち上がり速度（RFD）（図a） とCFE（図d）はター
ゲット速度の増加とともに増大したが、RFDと発揮筋力の
割合（RFD/Pf）（図b）と力発揮開始からピークまでの潜
時（Latency）（図c）にターゲット速度による顕著な変
化は両群ともに認められなかった。

 速度の増加に伴うCFEの増大は、求められた力発揮強度よ

りも強く握る傾向を示すものである。このような力発揮

の背景において、RFD/Pfが一定であることは、RFDの増
加の原因は発揮筋力が増大したためと考えられる。

これらの結果は、ターゲット速度が素早い力発揮能
力に与える影響は小さい事を示唆している。
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